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平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
億
１
５
０
万
６
千
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
64
億
３
４

３
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
県
支

出
金
、
繰
越
金
等
を
財
源
と
し
て
充

当
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　

３
億
１
７
５
４
万
円
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
14
億
５
５
２

万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

　

介
護
保
険
料
の
減
免
分
を
災
害
臨

時
特
例
補
助
金
で
充
て
る
も
の
で
す
。

暴
力
団
排
除
条
例

　

暴
力
団
が
村
民
生
活
及
び
社
会
経

済
活
動
に
多
大
な
脅
威
を
与
え
、
村

民
の
人
権
を
脅
か
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
し
て
、

基
本
理
念
を
定
め
条
例
の
制
定
を
す

る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税
課

税
に
伴
う
税
率
等
の
改
正
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
世
帯

に
27
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
税
の
減

免
を
行
う
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
が
属

す
る
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者
に
対

す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
世
帯

に
27
年
２
月
末
日
ま
で
の
間
に
納
期

限
が
到
来
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免

を
行
う
も
の
で
す
。

村
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

村
が
建
築
中
の
復
興
公
営
住
宅
飯

野
団
地
が
９
月
１
日
よ
り
供
用
開
始

に
あ
た
り
、
合
わ
せ
て
完
成
予
定
の

飯
野
町
団
地
集
会
所
も
条
例
に
加
え

る
も
の
で
す
。

　平成26年６月議会定例会が６月13日から20日まで開かれました。
　一般質問は17日と18日の２日間行われ、村議員が村政の重要な課題等に
ついて村側の考えを質しました。議案審議は20日に行われ、提出された８
議案は全て原案通り可決されました。
　また東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会におい
て、「までいな復興計画 第４版（案）」が承認され成案となりました。

平
成
26
年（
第
７
回
）

６
月
議
会
定
例
会

村
長
村
政
報
告
（
紙
面
の
都
合
で
内
容
は
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
等
の
概
要

（
紙
面
の
都
合
で
内
容
は
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

２
課
が
本
庁
業
務
再
開

　

4
月
1
日
か
ら
、
本
格
除
染
の
推

進
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、「
除
染
推
進
課
」
と
「
復
興
対

策
課
」
の
２
課
を
本
庁
勤
務
と
し
ま

し
た
。

行
政
区
長
・
副
区
長
会
議

　

４
月
８
日
、
行
政
区
長
・
副
区
長

会
議
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度
の
各

課
等
の
主
要
事
業
の
概
要
、
復
興
計

画
第
４
版
（
案
）、
除
染
の
状
況
等

を
説
明
し
ま
し
た
。

復
興
計
画

　

深
谷
地
区
拠
点
エ
リ
ア
の
整
備
に

つ
い
て
、
土
地
の
所
有
者
に
対
す
る

説
明
会
と
土
地
買
収
に
対
す
る
同
意

の
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
土
地
の

所
有
者
の
皆
さ
ま
に
、
誠
意
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
い
た
て
ま
で
い
な
復

興
株
式
会
社
（
仮
称
）」
に
対
し
、

村
と
出
資
予
定
の
企
業
間
で
復
興
会

社
設
立
に
向
け
、
関
連
す
る
事
務
手

続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

賠
償

　

避
難
指
示
解
除
見
込
み
時
期
の
１

年
延
長
に
合
わ
せ
、
居
住
制
限
区
域

の
中
で
「
比
曽
」、「
蕨
平
」、「
前
田
・

八
和
木
」
の
３
行
政
区
を
除
い
た
16

行
政
区
に
つ
い
て
、「
精
神
的
な
損

害
」、「
財
物
（
宅
地
・
建
物
）」、「
農

地
（
田
畑
）」
の
１
年
分
追
加
賠
償

が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に

「
住
居
確
保
損
害
」、「
墓
石
等
の
賠

償
」、「
井
戸
水
の
賠
償
」
な
ど
の
基

準
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

行
政
区
懇
談
会

　

４
月
か
ら
20
行
政
区
の
懇
談
会
を

開
催
し
、
延
べ
１
３
０
０
人
余
り
が

参
加
し
、
熱
心
な
討
議
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
徹
底
し
た
除
染
を
は
じ
め
、

深
谷
地
区
の
拠
点
エ
リ
ア
の
整
備
、

除
染
後
の
農
地
の
保
全
管
理
、
農
業

再
開
の
見
通
し
、
雇
用
の
確
保
、
商

店
等
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
々
、
多
く

の
貴
重
な
意
見
・
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
・
要
望
を
復
興
計

画
（
第
４
版
）
に
反
映
さ
せ
、
成
案

に
し
て
い
き
ま
す
。

春
季
検
閲
式

　

村
消
防
団
に
よ
る
春
季
検
閲
式
が
、

４
月
13
日
飯
舘
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
避
難
先
か
ら
約
１
０

０
人
が
参
加
し
、
あ
ら
た
め
て
防
火

意
識
を
高
め
、
予
防
消
防
活
動
に
努

め
な
け
れ
ば
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日

　

５
月
９
日
、
飯
舘
村
が
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
達
成
し
、

県
知
事
表
彰
伝
達
式
が
飯
野
出
張
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
安
全
運
転

に
心
が
け
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

日
が
１
日
で
も
長
く
続
く
よ
う
誓
い

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。


